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林
整
備
を
通
じ
、
木
の
文
化
の
継
承
を
目
的
と

し
、
平
成
十
八
年
に
協
定
を
締
結
し
、
整
備
し

て
い
る
場
所
で
す
。

　

南
木
曽
町
長
か
ら
「
こ
の
森
の
木
が
使
え
る

の
は
何
百
年
も
先
だ
が
、
地
道
な
下
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
、
伝
統
工
芸
が
残
っ
て
い
く
。
下

流
域
の
方
々
と
手
を
携
え
て
木
や
緑
を
守
っ
て

い
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
猛
暑
の
中
、
草
刈
作
業
に
汗
を
流

し
、「
山
が
好
き
。
出
来
る
範
囲
で
森
林
づ
く

り
を
手
伝
い
た
い
」「
作
業
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
い
い
空
気
を
吸
っ
て
い
い
汗
を
か
く
こ

と
が
で
き
る
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
作
業
を
し
た
林
が
南
木
曽
ろ
く
ろ
細

工
等
の
伝
統
工
芸
品
の
材
料
と
し
て
利
用
で
き

る
ま
で
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
下
流
域
の

住
民
と
と
も
に
協
働
で
取
り
組
む
な
ど
「
木
の

文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」
に
つ
い
て
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
七
月
九
日
、
基
幹
作
業
職
員

を
含
む
全
職
員
を
対
象
に
南
木
曽
国
有
林
下
山

沢
林
道
に
お
い
て
林
道
な
ど
土
木
災
害
の
調
査

方
法
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
木
曽

谷
南
部
に
位
置
す
る
当
署
は
降
水
量
が
多
い
年

で
三
千
㍉
㍍
に
達
し
、
ひ
と
た
び
雨
が
降
り
出

す
と
何
処
か
か
し
こ
で
大
な
り
小
な
り
の
崩
壊

等
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
木
係
と

治
山
係
が
講
師
と
な
り
ポ
ー
ル
や
リ
ボ
ン
テ
ー

プ
を
活
用
し
災
害
報
告
第
一
報
時
の
写
真
撮
影

や
野
帳
の
記
入
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
現
地
に
お
い

て
、
実
践
的
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
撮
影
し
て
い
た
写
真
も
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
は
個
々
の
事
例
に
照
ら
し
た
簡
単
な

撮
影
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
、
研
修
後
も
適
時

対
応
出
来
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」
七
月

十
二
日
か
ら
降
り
続
い
た
梅
雨
豪
雨
被
害
に
つ

い
て
、
三
人
一
組
の
十
数
班
体
制
で
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
各
班
と
も
研
修
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
的
確
な
状
況
把
握
と
報
告
を
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
今
回
の
研
修
の
よ
う
に
署
が
一
体

と
な
り
効
果
的
な
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
七
月
二
十
三
日
、「
森
の
巨
人

『
宮
の
大
イ
チ
イ
』
に
つ
な
が
る
自
然
観
察
歩

道
を
整
備
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
宮
国
有
林
に

お
い
て
歩
道
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
宮
の
大
イ
チ
イ
」
は
、
高
山
市
一
之
宮
町

の
宮
国
有
林
に
自
生
す
る
、
日
本
で
も
最
古
級

の
イ
チ
イ
で
す
。
こ
の
大
イ
チ
イ
に
つ
な
が
る

一
周
約
四
百
㍍
の
自
然
観
察
歩
道
は
所
々
足
場

が
悪
く
歩
き
づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
今

回
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
に
お

い
て
そ
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
の
開
催
で
当
日
も
暑
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
作
業
を
行
っ
た
宮
国
有
林
内

は
比
較
的
涼
し
く
快
適
に
作
業
を
行
え
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
班
に
分
か
れ
て
歩
道
と
林
内

の
水
場
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
歩
道
整
備
で

は
、
近
く
を
流
れ
る
「
ツ
メ
タ
谷
」
か
ら
石
を

運
ん
で
き
て
敷
き
詰
め
る
作
業
を
行
い
、
石
運

び
を
任
さ
れ
た
参
加
者
は
大
粒
の
汗
を
流
し
な

が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
木
製
ベ
ン
チ
の
設
置
も
行
い
、
協
力
し
て

仕
上
げ
た
ベ
ン
チ
の
出
来
に
参
加
者
も
満
足
げ

な
様
子
で
し
た
。
活
動
の
最
後
に
は
自
然
観
察

会
が
行
わ
れ
、
森
林
官
に
よ
る
大
イ
チ
イ
の
説

明
に
皆
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
宮
の
大
イ
チ
イ
ま
で
は
な
か
な

か
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
ん
な
場
所

で
作
業
が
出
来
て
良
か
っ
た
。」、「
天
然
林
に

覆
わ
れ
た
林
内
は
気
持
ち
が
良
く
、
快
適
に
作

署一体となって実践的な研修実施

下刈りの他歩道の整備作業も実施

的
確
な
林
道
・
治
山
災
害
等
把
握
に
向
け
て

　
　
　

〜
現
地
研
修
を
実
施
〜

宮
の
大
イ
チ
イ
自
然
観
察
歩
道
の
整
備

〜
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
〜

作業を終えた参加者の皆さん
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業
が
出
来
た
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
宮

国
有
林
な
ら
で
は
の
作
業
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
よ
う
で
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
次
世
代
を
担
う
子
供
達
へ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
教
育
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
て
実
施

し
て
い
る
森
林
環
境
教
育
「
裏
谷
原
生
林
自
然

観
察
案
内
」
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
も
五
月
二
十
日
か
ら
九
月

十
六
日
ま
で
豊
川
市
内
の
小
学
校
二
十
五
校
、

一
千
八
百
九
十
五
人
の
児
童
を
対
象
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

二
泊
三
日
の
宿
泊
体
験
学
習
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
る
た
め
、
夏
休
み
に
入
る
七
月
下
旬
に
集

中
し
、
盛
夏
の
今
が
最
盛
期
と
な
っ
て
お
り
連

日
職
員
が
交
代
に
よ
り
講
師
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

自
然
観
察
案
内
が
始
ま
る
前
の
四
月
に
は
、

対
応
す
る
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
、

講
師
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
質
の
良
い
森
林
環
境
教
育
と
な
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

蜂
や
ダ
ニ
・
ウ
ル
シ
な
ど
危
険
な
動
植
物
に

は
十
分
注
意
を
払
い
、
ま
た
、
天
候
が
急
変
し

た
場
合
は
、
柔
軟
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
を
行
っ

て
、
児
童
達
が
安
全
に
楽
し
く
五
感
を
通
じ
て

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
中
部
森
林
管
理
局
永
年
勤

続
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
城
土
局
長
か
ら
一

級
精
勤
章
受
章
者
並
び
に
二
級
精
勤
章
受
章
者

に
対
し
、
永
年
に
わ
た
る
国
有
林
野
事
業
職
員

と
し
て
の
勤
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、
精
勤
章

の
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

精
勤
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
一
級
精
勤
章

　

�

（
勤
続
年
数
三
十
年
以
上
）

　

技　

栁
澤　

元
雄
（
企
画
調
整
室
）

　

技　

筒
井　

康
司
（
職
員
厚
生
課
）

　

技　

長
田　

昌
幸
（
計
画
課
）

　

技　

岩
下　

良
治
（
森
林
整
備
課
）

　

技　

渡
邊　
　

修
（
森
林
整
備
部
）

　

技　

岩
倉　

豊
樹
（
富
山
署
）

　

技　

谷
澤　

功
志
（
北
信
署
）

　

技　

小
須
田　

啓
（
東
信
署
）

　

基　

須
田　

千
治
（　

〃　

）

　

技　

山
本　

文
男
（
南
信
署
）

　

技　

織
部　
　

諭
（　

〃　

）

　

技　

木
内　

重
明
（
木
曽
署
）

　

技　

中
畑　

孝
史
（　

〃　

）

　

技　

宮
澤　

昌
弘
（
南
木
曽
支
署
）

　

技　

稲
川　

年
秋
（
飛
騨
署
）

　

技　

橋
本　

角
則
（
飛
騨
署
）

　

技　

金
森　
　

晋
（
岐
阜
署
）

　

基　

伊
東　

良
市
（
岐
阜
署
）

　

技　

三
浦　

勝
巳
（
東
濃
署
）

　

技　

小
竹　

尚
久
（　

〃　

）

�

二
十
名

◇
二
級
精
勤
章

�

（
勤
続
年
数
二
十
年
以
上
）

　

技　

川
浪
亜
紀
子
（
計
画
課
）

　

技　

光
坂　

紀
治
（
富
山
署
）

　

技　

藤
井　
　

勝
（
北
信
署
）

　

技　

芳
沢　

真
一
（
木
曽
署
）

　

技　

中
屋　

健
次
（
東
濃
署
）

�

五
名

歩道整備で石を
敷き詰める参加者

森
林
環
境
教
育　

最
盛
期

段戸湖の前にて子供達とともに

一級精勤章受章者

二級精勤章受章者

永
年
勤
続
職
員
表
彰
式

永
年
勤
続
職
員
表
彰
式

平
成
二
十
二
年
度



（�）　平成 22年 8月 第 77号

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

八
月
一
日
付

▽�

森
林
整
備
部
治
山
課
技
術
専
門
官
（
伊
那
谷

総
合
治
山
事
業
所
）（
木
曽
署
治
山
課
技
術

専
門
官
）�

杉
本　

彰
二

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
治
山
課
技
術
専
門
官
（
森

林
整
備
部
治
山
課
技
術
専
門
官
（
伊
那
谷
総

合
治
山
事
業
所
））�

三
島　

文
雄

▽�

北
信
森
林
管
理
署
木
島
平
森
林
事
務
所
森
林

官
（
木
曽
署
駒
ヶ
岳
森
林
事
務
所
森
林
官
）

�

西
村　

  

進

▽�

中
信
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
四
係
長

（
木
曽
署
治
山
課
治
山
第
一
係
長
）

�

小
嶋　

友
和

▽�

南
信
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
二
係
長

（
中
信
署
治
山
課
治
山
第
四
係
長
）

�

中
屋　
　

忍

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
一
係
長

（
南
信
署
治
山
課
治
山
第
二
係
長
）

�

佐
藤　

義
和

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
駒
ヶ
岳
森
林
事
務
所
森
林

官
（
北
信
署
木
島
平
森
林
事
務
所
森
林
官
）

�

大
橋　

孝
宏

▽�

中
信
森
林
管
理
署
業
務
課
付
（
中
信
署
波
田

森
林
事
務
所
森
林
官
）

�

岩
崎　
　

剛

▽�

富
山
森
林
管
理
署
業
務
課
駐
在
（
森
林
育
成

係
）（
富
山
署
神
通
森
林
事
務
所
）

�

向
山　
　

剛

 

［
飛
騨
署
］
当
事
務
所
は
古
都
高
山
市
の
東

側
、
乗
鞍
岳
の
山
麓
に
広
が
る
国
有
林
約

四
千
七
百
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
乗
鞍
岳
は
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
南

端
に
位
置
し
標
高
二
千
七
百
㍍
の
畳
平
ま
で
は

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
通
じ
て
お
り
手
軽
に
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
で
登
れ
る
こ
と
か
ら
年
間

二
十
万
人
以
上
の
観
光
客
が
可
憐
な
高
山
植
物

や
美
し
い
山
岳
の
風
景
を
求
め
て
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
乗
鞍
岳
の
山
腹
に
官
民
併
せ
て
三
千
㌶

に
広
が
る
秘
境
五
色
ヶ
原
は
日
本
最
後
の
中
間

山
地
地
帯
の
自
然
景
観
の
保
全
を
目
的
に
し
た

日
本
初
の
認
定
ガ
イ
ド
同
行
の
入
山
規
制
を
設

け
て
お
り
、
年
間
約
五
千
人
が
そ
の
貴
重
な
自

然
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

町
方
現
場
班
は
林
道
維
持
作
業
や
造
林
地
の

歩
道
整
備
を
中
心
に
森
林
保
全
管
理
業
務
や
森

林
官
補
助
ま
で
幅
広
い
仕
事
を
担
っ
て
い
ま

す
。
何
で
も
器
用
に
そ
つ
な
く
こ
な
す
た
め
に

ほ
か
の
森
林
事
務
所
か
ら
も
重
宝
が
ら
れ
て
あ

ち
こ
ち
へ
の
応
援
も
多
く
事
業
の
最
盛
期
に
は

獅
子
奮
迅
の
活
躍
で
す
。

　

伝
統
的
に
安
全
に
対
す
る
意
識
が
強
く
、
朝

夕
の
Ｔ
Ｂ
Ｍ
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ
め
意
識
高

揚
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
安
全
衛
生
標
語
へ
の
多

数
応
募
な
ど
安
全
に
対
す
る
積
極
的
な
行
動
は

大
い
に
見
習
う
べ
き
こ
と
で
す
。

　

安
全
に
確
実
に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
が
多
種
多
様
多
地
域
に
わ

た
る
業
務
は
日
々
異
な
る
環
境
条
件
や
危
険
因

子
を
伴
い
ま
す
。
目
の
前
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
長
い
経
験
が
は
ぐ
く
ん
だ
先
々
ま
で

を
見
越
す
眼
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
快
適
に
効

率
よ
く
仕
事
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎�

岐
阜
県
に
お
け
る
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
締
結
式

　

９
月
２
日　

岐
阜
県
庁

◎
親
子
森
林
体
験
隊

　

９
月
４
日　

八
ヶ
岳
（
白
駒
の
池
）

◎
ふ
れ
あ
い
講
座

　

９
月
４
日　

愛
知
県
瀬
戸
市�

森
林
交
流
館

◎
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
第
４
回
専
門
会
議

　

９
月
９
日　

長
野
県
庁

◎
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢

　

９
月
11
日　

赤
沢
自
然
休
養
林　

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

９
月
15
日　

東
濃
署
管
内

　

９
月
28
日　

北
信
署
管
内

人
の
う

ご
き

啓蒙看板制作中の職員

林道維持作業中の職員

安
全
作
業
で

　
　

幅
広
い
業
務
を
実
施

飛
騨
森
林
管
理
署
町
方
森
林
事
務
所
班
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しろ うま だけ

豊橋自然歩道豊橋自然歩道豊橋自然歩道

豊
橋
自
然
歩
道
（
豊
橋
国
有
林
）

　

中
部
局
管
内
の
最
南
端
、
愛
知
県
と
静
岡
県

境
に
位
置
し
、
標
高
わ
ず
か
五
十
㍍
か
ら
四
百

㍍
ほ
ど
の
丘
陵
地
で
、
赤
石
山
脈
末
端
の
山
稜

が
豊
橋
国
有
林
で
す
。

　

一
帯
は
、
石
巻
山
を
は
じ
め
と
し
た
展
望
絶

佳
な
弓
張
山
系
や
、「
嵩
山
の
蛇
穴
」「
葦
毛
湿

原
」
な
ど
、
地
質
・
植
物
学
上
も
貴
重
な
所
が

多
い
地
域
で
、
石
巻
山
多
米
県
立
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

„
自
然
歩
道
＂
と
い
え
ば
東
京
と
大
阪
を
結

ぶ
「
東
海
自
然
歩
道
」
が
有
名
で
す
が
、「
東

海
自
然
歩
道
」
の
計
画
が
発
表
さ
れ
た
昭
和

四
十
三
年
、
そ
の
ル
ー
ト
が
、
豊
橋
市
内
を
通

ら
な
い
こ
と
を
知
っ
た
市
内
の
自
然
愛
好
家
の

団
体
代
表
が
集
ま
り
、「
豊
橋
独
自
の
自
然
歩

道
を
作
ろ
う
！
」
と
一
念
発
起
し
、
翌
四
十
四

年
、
石
巻
山
自
然
歩
道
の
整
備
か
ら
始
ま
り
、

今
日
ま
で
大
岩
町
の
東
山
（
松
明
峠
）
か
ら
石

巻
町
の
（
中
山
峠
）
ま
で
稜
線
総
延
長
十
六
㌔

㍍
の
本
線
と
、
二
川
自
然
歩
道
支
線
な
ど
十
五

の
支
線
・
巡
回
遊
歩
道
が
市
民
団
体
に
よ
り
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

既
存
歩
道
の
一
部
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
古

く
は
、
信
仰
の
道
、
交
易
の
道
、
森
林
資
源
の

運
搬
の
道
と
し
て
、
山
中
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
初
期
の
目
的
を
失
い
荒
れ
果
て
消
失

寸
前
の
状
態
か
ら
「
自
然
に
親
し
む
遊
歩
道
」

と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
の
で
す
。

　

歩
道
本
線
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
坊
ケ
峰
を
中

心
に
、
南
北
に
縦
貫
し
て
い
る
稜
線
部
か
ら

は
、
富
士
山
が
展
望
で
き
る
眺
望
箇
所
を
は
じ

め
、
遠
州
灘
や
三
河
湾
、
南
ア
ル
プ
ス
、
浜
名

湖
が
展
望
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
の
山
麓
に
は
、
植
物
群
の
宝
庫

と
し
て
人
気
が
あ
る
「
葦
毛
湿
原
」
や
、
奈
良

時
代
に
創
建
さ
れ
そ
の
後
幾
多
の
兵
火
に
遭
い

つ
つ
も
数
々
の
重
要
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い

る
「
普
門
寺
」
を
は
じ
め
、
京
都
と
鎌
倉
を
結

ぶ
鎌
倉
街
道
と
し
て
戦
国
時
代
も
重
要
な
戦
略

拠
点
で
あ
っ
た
「
船
形
山
城
址
」
な
ど
の
名

所
・
史
跡
が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
て
散
策
や
山
歩
き
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
ア
ク
セ
ス
箇
所
も
多
い
こ
と
か
ら

身
近
な
自
然
歩
道
と
し
て
豊
橋
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
住
民
の
方
に
は
健
康
維
持
・
増
進
の
た

め
日
課
と
し
て
歩
い
て
い
る
方
も
み
え
ま
す
。

〈
所
在
地
〉

　

�

愛
知
県
豊
橋
市
（
豊
橋
国
有
林
及
び
大
沢
国

有
林
）

◆
ア
ク
セ
ス
（
主
な
登
山
口
）

○
二
川
コ
ー
ス

　

�

Ｊ
Ｒ
二
川
駅
か
ら
豊
橋
自
然
歩
道
の
南
の
起

点
、
松
明
峠
ま
で
徒
歩
約
四
十
分

○
葦
毛
湿
原
コ
ー
ス

　

�

豊
橋
鉄
道
［
飯
村
・
岩
崎
線
］「
岩
崎
」
バ
ス

停
降
車
、
三
百
三
十
㍍
程
東
に
登
山
口
、

豊
橋
自
然
歩
道
本
線
ま
で
徒
歩
約
五
十

分
○
普
門
寺
コ
ー
ス

　

�

Ｊ
Ｒ
新
所
原
駅
か
ら
普
門
寺
ま
で
徒
歩

約
六
十
分

○
中
山
コ
ー
ス（
大
沢
国
有
林
）

　

�

豊
橋
鉄
道
「
西
郷
小
学
校
前
」
バ
ス
停

降
車
、
一
・
五
㌔
㍍
東
に
中
山
自
然
歩

道
登
山
口

歩道本線から浜名湖・豊橋市内方面を望む

豊橋自然歩道本線コース

船形山城：なだらかな稜線が船
底の形に見えることから船形山
と呼ばれる。左側の山頂に城址

普門寺本堂


